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文
引
用
の
部
分
に
0

ぃ
て
は
1

原
文
に
よ
っ
5

ホ
し
て
見
I

◊

こ
吟」

 

は
、
け
®

に
於
て
正
？

i

で

ま

こ
I

か
で
ぁ
る
"

然
も
其
譯
文
に
到
っ
て
2

代
麵
#

者
の̂

^

?

:

^

、
^

^

請
ん
で
爽
快 
i

i

。
I

.

.:

 

:

 I
s
t
s
T
S

:

£

>

第
二
章
第
六
働
に
當
る
結
婚
延
期
に
よ
b

て
起
る
f

を
論
ず
る」

節
を
！！
し
て

-

今
若
シ
此
盟
チ
シ
テ
〒
成
こ
止
マ
"

f

 

生
セ
サ
ラ
シ
メ
ハ
i

:
ハ
人
口
卵
制
ノ
I

?

在
テ
慧
ぽ
ナ
各
ト
I

ヘ
シ 

.

何
I

t

£

'レ
I

リ
人
倫
天
赋
ノ1

大
婚
欲
チ
禁
ス
ャ
？

シ
デ
典r

時
孤
：叔
無
聊
4

懷
深
タ
察
.ス
へ
I

ァ

リ

也

ノ

ね

況

ニ

 

l

,

i

f

 

!

i

 

.

1

;』

其f

常
の
文
調
で
ぁ
る
。

S

P

H

 r
e
s
i
t
,

 

v
i
c
e
,

 
I
r
y

の
ミ
語
は
慎
戒-

f

、
艱
f

課
さ 

〜

■

ぽ

ほ

S

て
こ
の
良
譯
に
ょ
、っ
て
紹
介
さ
れ
た
-

.

サ
S

人
n

t

そ
£

 

J

び
げ
斤
ノ
ナ
れ
得
る
で

t

ぅ
。
？

、
時代は人口論

I

殊に過剰を

f

る
マ
レ
ノ
サ
ス
の
 

"

を
m

a

。ては居

'

らな
S

た。因みに譯

S

2

^

f

f

して
S

附近に

居
住
せ
^
^

I,

.
.
H
r

ァ

シ

ド

，

版

S

本

.

ァ
シ
レ
I

版
ょ
’そ
の
扉
®

の
示
す
や
ぅ
に
抄
ヤ
は
あ
る
が
鬼
に
角
全
文
ァ
ル
サ
ス
の
原
文
で
あ
る
。
内
容
は
三
部 

に
分
：た

れ

部

を

「

一
七
九
八
年
の
論
文

」

ご
名
づ
け
、

M

版
の
十
九
ヶ
®

中
六
ヶ
‘章
だ
け
を
載
せ
"
第
二
部
を 

「

！，A

O
ニy

年
の
論
文」

ざ
名
づ
'け
>
,
览
版
の
圓
十
八
ヶ
章
中
五
ヶ
章
だ
け
を
載
せ
、
各
部
相
共
に
南
書
の
扉
®
を
模 

し
て
は
じ
め
に
稀
入
し
，
序
文
、.
目
次
、

み
な
原
版
の
體
裁
に
傲
ふ
て
入
れ
ら
れ
て
あ
る
，デ
第
三
部
はI

八Q
七
年 

第m

版
附
錄
抄
、

一
八
一
七
年
第
五
版
序
文
抄
，

一
八
一
七
年
第
五
版
附
錄
抄
で
あ
：る
，。
：

K

シ

レ

ー

版

そ

の

も

め

の

價

値

を

論

す

ろ

の

は

其

所

で

な

い

か

ら

行

は

な

い

こ

ど

に

す

る

"

た

ド

卷

.頭

に

か

、
げ 

，ら

れ

た

赚

揖

者

の

例

言

中

の

媳

1

版

及

媳

ニ

版

の

ザ

際

論

に

：ウ

い

て

擧

げ

ら

れ

て

め

る

筒

單

な

文

献

目

録

は

.内

外

の
 

マ

ル

サ

メ

：論

者

.が

偶

然

の

購

合

で

あ

る

か

の

如

く

無

：斷

で

凰

ぶ

舉

げ

.る
，こ
：̂
£
.の

あ

る

舞

存

猛

は

^

^

^

で

あ

る
。
疋

版
 

の

和

譯

が

今

日

：の

狀

態

で

あ

る

間

は

♦

こ

の

版

の

譯

本

が

正

版

§

f

も

云

ふ

ベ

.き

，

1:1

版

#

文

及

第

1
1

版

：原

文
 

の

一

部

で

も

*

一
 

般

人

を

レ

て

窺

は

レ

む

.る

唯

一

の

道

で

あ

る

。

そ

の

菊

倍

版

の

第

：一、

P

は

英

本

國

に

於

て

も

稀

觀
 

嘗

で

あ

る

。
文

、

德

三

部

に

棟

錄

せ

ら

れ

て

め

る

も

の

は

悉

く

、

今

1=2

現

行

レ

て

％

正
.版

，和

靜

本

に

も

"
.
又

そ

れ

の
 

底

本

，/4

な

.ウ

て

居

る

今

W

最

も

手

に

入

れ

易

さ

E
v
e
r
y
i
n
v

 

s

b

s

y版

に

A
哲

か

れ

て

！̂

る

が

；故

に

珍

®

せ

ら 

れ

る

で

あ

ら

5

。

但

し

、

こ

れ

ら

は

幾

1

版

序

文

V

兆

に

、

第

二

版

原

文

程

得

難

い

も

の

：で

は

な

い

。

こ

れ

ら

：は

原
 

版

の

、此

年

刑

の

諸

版

に

は

揉

錄

さ

れ

て

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

ァ
シ
レ
ー
版
の
.

和
評
本
に
は
次
の
二
種
が
あ
る
。

二
，、
三
：上
！^
毅
譯
著
，
ァ
ル
サ
ス
人
口
論

化
.
' 揮
照
、「

ァ
タ
シ
レ
I
博
士
抄
略
，
米
後
學
都
士
三
上
エ
毅
辦
說
"

マ
，
ル

サ

ス

人

n

g」

明

ホ

四

来

京

，

=

進

愈

發
？？

>

二
、
鈴
木
政
孝
評
、
マ
ル
サ
人
口

論
：，

娘
-

(
1 ,2

1

九)

，

マ

レ

サ

ス

人
！：！

輸

各

服

和

輝

本

の

研

究

か
：̂

,

1

一
號

1,1

七
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八

.然

二

十

截

(

一
六
三
，0〕

マ
ン
サ
ス
人
S

各
版
和
譯
本
の
.研
弗 

(

大
正
十
；$

三
ガ
> 

$
が
，
聚
英
.ゆ
狡
S

三
上
ム
の
謂
本
ぱ
まk

s

に

は

靜

著
W

®

'に
，は
解
說
>
 
本
文
の
頭|

|
E

じ
は
，譯
述：®

 

付
に
は
著4̂

ザ
ど
し
，
"ゃ
义 

:

l
.
,
f 

-
マ
，"
ッ

ス

の

著
A

を
我M

に
紹
介
す
し
ビ
J

る
け
れV

J
®

卷
頭
六
只
に
百
！
る
三
上
战
の
自
字
を
い
.ご
部
ネ
こ 

，
つ
い
て
は
、
著
作
S

K

ふ
i

i

.

l
ふ
方
當
れ
る
覺
へ
せ
し
め
る
？

-

私
の
獨
斷
を
以
て
> 

レ

こ
 

あ
る
か
の
如
き
収
极
ひ
を
す
る
こV

に
對
し
て
宽
容
を
乞
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

f
 

.

.

.
7 

- 

百
七
十
ごg

r
'

ア
シ
レ
！
版
の
內
容
の
®

ん
ご
全
て
を
：其
■

序
通
.

C
V

に
傅
へ
て
居
る
o

i

,ご
ょ
ら
,す

き
 

自
F

,
譯
、；3
で
あ
る
か
ら
就
靜
文
に
あ
る
か
の
き
晦
線
峻
味
の
晤
調
文
字
殆
んV

な
ぐ <

 

蘭
ん
で
順
.S- 

! 

貪
に
章
を
終
ら
し
む
る
の
慨
S

る
。
违
暢
な
S

は
請
寧
の
心
を
疲
ら
せ
な
い
。
本
m

ァ
シ
、レ
！

が
？

 

も
し
ナ
マ
ル
サ
：パ
，
'
^
:
ぉ
：腿
は
譯
义
な
る
章
味
の
制
服
内
ヤ
遺
減
な
ぐ
博
べ
、ら
れ
，て
居
る
や
ラ
，こ

。
浮
よ

L

T

#

Û

0

f
 
4
v
0
^
^

6

■
 

6 

マ
ル
サ
ス
八n

.

論
で
あ
ろ
。

f

 る

明
治

t十
二！

年
す
に
初
‘卸

Lて
ま

、
大
正
.九
，報

に

到

る

ま

で

六

刷

を

賣

，ク

ウ

.ぐ
し
て
居
る
。
私X

诉
サ
し

C

る
も
の
及
び
其
他
の
機
會
に
お
い
ヤ
見
る，」

ど
の
出
來
た
も
の
で
は
同
年
の
第
七
刷
が
最
も
近
い
H

サ
の
跨
行
.
.
か

、
る
も
の
で
.あ
る
が
、
恐
ら
ぐ
其
後
も
引
續
い
て
®
刷
さ
れ
る
だ
け
の
需
要
を
ぅ
け
て
居
る
で
あ
ら
ラ
，。
そ
し
て
も

U

け
I

に
か
、
る
ァV

レ；i

に
.ょ
る
も
の
で
あ
る
に
せ
ミ
こ
の
I

が
其
？

の
制
限
の
下
に
で
は
あ
る

力

-

i

v

'

w

f
年
代
に
於
て
T

ル
サ 

<

 

の
人
口
#
を
傅
へ
る
爲
に
有
敛
な
働
き
を
し
た
功
績
は
感
謝
す
べ
き
も
の
で 

ま

ら

ね

は

な

ら

0

、
f

に
は
望
ん
で
前
し
て
達
し
得
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
ビ

こ
ろ
の
多
ぐ
の
長
所
を
有
す
る
本
®

じ
對
し
て
、

に
蛇
足
を
附， r̂

H

不
足
を
稀
？
る
，
の
は
決
し
：て
能
に
I

を
惜
し
む
が
爲
で
は
な
い
0
-細
？

昔
ん 

で
玉
成

t
ふ
が
爲
で
あ
：る

s

iれ
ぱ

S
此

S
を
以
て
小
過

I
み
す
し
て
大
要
の
み
シ
傅
へ
，

l
i,ね

V
」

な

す

辟

廣

的

の

み

な

も

の

ビ

評

價

し

て

满

足

し

た

く

な

い

か

ら

で

あ

る

。

希

ぐ

ぱ

こ

れ

ま

で

に

よ

く

出

來

た

本

譯

 

#

が

こ

れ

を

g

ふ

て

®

む

も

の

に

"

學

問

的

要

求

，
か

ら

し

ヤ

も

。

安

ん

じ

て

髓

む

に

判

ら

せ

た

い

か

ら

で

あ

る

' 

V
 

.

本

載

の

賞

質

は

た

ざ

へ

a

n

で

.
め

っ

て

も

ノ

其

の

揭

ぐ

る

所

の

名

稱

が

譯

述

で

あ

り

"

譯

蒸

で

あ

る

ビ

す

れ

ぱ

％
 

が

ァ

シ

レ

I

版

に

：
比

：し

て

修

ま

省

略

が

あ

C
V

て

も

"

そ

れ

は

當

然

で

あ

ら

ぅ

バ

そ

し

て

事

譯

激

の

そ

の

乎

 

險
は
だ
妙
で
あ
っ
て

M

K

义

ビ

對

比

す

る

時

に

H

を

追

ふ

て

遭

遇

す

る

®

略

(

要

略

に

非

す

"

一

文

一

働

の

省

略

)

 

の

f

f

i

.

w
も

®

そ

H

に

よ

つ

て

甚

だ

し

く

‘股

意

を

傷

ふ

こ

"

^
な

さ

は

喜

ぶ

ベ

き

で

あ

る

。

例

へ

は

V

木

文

以

外

に

も

 

r

シ

レ

i

敎

授

摩

文

の

I末

節

"

M

原

文

で

は

七

行

に

互

る

所

を

省

略

せ

る

こ

は

其

前

傘

は

英

文

に

關

す

る

も

の

で

ん
 

る

て

ら

不

要

で

s

h

y
、

其

後

ギ

は

德

ニ

版

以

後

の

修

訂

に

っ

い

て

の

：註

で

あ

る

か

ら

館

ニ

版

の

譯

述

を

#

む

に

當

ウ
 

て

も

ぎ

益

e

は

あ

ら

ぅ

：

2
:
>
必

ヤ

し

も

驚

耍

で

は

な

い

。

又

、

ァ

シ

レ

I

原

本

に

か

、

げ

た

第

1

版

及

第

ニ

版

の

扉

題

 

を
ル
：

^

化

せ

る

こ

y
j

も

亦

，
人

口

論

」

な

グ

J

一 

般

に

通

別

せ

る

臀

^

^
以

上

に

詳

細

を

知

な

た

&

讀

激

に

ピ

ウ

て

は

割

懇

で

 

は

あ

る

が

、

何

等

徽

極

的

な

隨

さ

に

は

な

ら

な

い

e
 

,

然
し
な
が
ら
，
譯
者
が
ァ
シ
レ
I

原
本
に
あ
り
し
兩
版
の
總2

!

次
を
®

略
し
て
"

こ
れ
に
っ
い
て
何
等
の
說
明
を 

巡
さ
な
い
で
居
る
こV

J

a

讀
卷
に
不
親
切
ヤ
あ
る
"

原
本
じ
於
て
は
"

肅
者
は
總
目
次
じ
よ
ウ
て
、
如
M

な
る
章
が 

抄
錄
さ
れ
又
智
略
さ
れ
た
章
が
加
何
な
る
論
を
収
极
ウ
た
か
を
漠
然
な
が
ら
察
知
し
て
抄
錄
さ
れ
て
る
#
'
章
の
如
に 

あ
る
連
絡
を
银
め
将
た
の
で
あ
っ
た
"

殊
に
甚
だ
し
い
の
は
館
二
部
"

第
二
版
ょ
b

の
抄
錄
に
は
"
第
一
部
に
於
け 

る
抄
錄
に
於
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抄
錄
の
序
次
に
よ
っ
て
：

&

せ
ら
れ
た
章
の
序
數
以
外
に
原
文
何
章
マ
し
割
弧
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の
链
あ
"
な
た
る
ビ
異 

-
^
>
‘
單
に
抄
錄
せ
ら
れ
め
各
意
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配
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序
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よ
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第
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章
ド
ー
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ポ
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が
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編

筋

1
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>
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研
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十
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夕
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C

わ

S
序
?
;
;
r

第
一
版
よ
'
"
I

s

分
の
一
、
第
二
版
よ
-

は
約1

1
+

分
の
.！

を
S

t

、
I

?

る
？

が
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；
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れ
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得
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し
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あ
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’、七

つ

て

よ
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>ご
を
出
な

"

ぐ̂-
レ

'̂し

も
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の
意
味
す
る
處
ご
異
な
る
も
の
を
傅
へ
る
文
章
も
る
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ス
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文
|
あ
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|
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O

徽
貌
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滅
兄
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し̂
む
る
、
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は
勿
論
或
人
々
取
り
て
は
是
ょ
w
.生
す
る
凡
て
の
苦
痛
を
相
殺
し
て
何
ほ
餘
り
も
る
も
の
な
る
ベ 

し
，

W

雖
も
*
斯
の
如
き
紹
婚
の
紹
巢
は
ダ
^
-
.
^
ル
見
的
制
吸
の
思
慮
あ
る
も
の
\
収
る
，へ
き
方
法
さ
ニ
マ
レ
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賺
據
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つ
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過
ぎ
♦さ
る
な
W
V
O 
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o
u
l
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s
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o
n
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i
r
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o
u
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m
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i
m
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m
o
r
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t
h
a
n
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all 
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fear 
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u
s
t
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o
w
n
e
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r
e
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 c
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e
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u
s
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l̂
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反
マ
か
サ
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文
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博
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火
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共
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熟
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三
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ギ
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。
不

の

災

S
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遂
ふV

困
炳
ぱ
る
も
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frequent 

distress 
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2
5
〕

「

常

時

し

で

あ

ら

ぅ
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の

些

細

^
^
文

宇
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養

で

救

法

に

對

オ

る

態

庇
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大

變

動

を

来

ら

せ

ぇ

。

0

^

M

I

1
0
救
濟
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1

於
け
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货
民
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：生
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し

て
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兆

外
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あ
る
贫

民
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失
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優

る

が

如

き

j
ぢ

t
h
e

 

p
o
o
r

 

i
n
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o

r
k

h
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e
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.
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p
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「
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行
法
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た
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ざ
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ゆ
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t
l
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制
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ヤ

る

见

伽
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起

て

る
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走

住
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か
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助
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敎
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；̂盤
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。
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迫
.
变
け
つ
、
も
t
 
.ぱ 

s
o
m
e

 

Q
o
g
t
r
i
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を

得

ん

こW

を
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を
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け
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め
ん
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p
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參X

i

fれ
ぁ
り^
.
^
^
:

れ
り」

0
1 

n
句「

f
 

Iる
J
l
i
l
時
き
か

f
し
更
に
多
く 

r ! tcrM 

I九。B;-
赏
に
給
婚
す
る
も
其
結
巢
を
盤
け
ん
マj

す
る
こ

，̂

jo

で
め
るo 

,

:

,
 

‘ 

ク
ヵ
f

 

I
ょ

る
I

調

節
-
知̂

：̂
た

り

？-否

や

は

な

ら

な

いi

か
I

がif

愈

は

ん

も
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^
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|
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が
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こ
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に
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於
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1

版
に
！̂
す
る
譯
文
に
は
：折
狗
正
：̂

く
っI

失

.一

婦

相

殺

す

る

は

是 

i

.
入
生
の
自
然
ょ
ら
出
づ
る
も
の
に
し
て
、
又
た
自
然
に
早
婚
に
傾
ぐ
.
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•
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四
M)

ビ
云
ひ
な
が
ら
向
一
文
の 

P

版
に
屬
す
み
部
に
於
て
は「

古
く
ょ
シ1

夫

f

婦
の
制
度
を
守
れ
る
：
：
し
ど
てe

a
r
l
y

の
二
様
の
解
料
を
や
め
て 

し
ぎ
前
！̂

の
譯(

七r
i
g
.

に
も
あ
-0

に
訂
正
し
た
ぐ
考
ぺ
る
。
更
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宜
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ャ
ン
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救
貧
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の
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容
を
三
ヶ
衞
に
分
り
て
列
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す
る
引
用
文
中
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一
三
三
H

V
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行
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ニ
人
以
上
の
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1
.
1

行

目「

，
一
週
ニ

志

」
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l
,

一
行
目「

共
有
地
の
ニ
一
分
の
一
若
く
は
三
分
め 

一/

一
 

三
四
H

ニ

行

目「

三
人
以
上
の
子 

女」

、
四
行
目
1
幾
志
か
の
補
助」

に
赏
る
原
文
は
各
順
次
に
‘
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V
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, c
h
i
l
d
r
e
n
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a
y
i
n
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i
l
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i
n
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n
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i
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o
m
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i
n
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c
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i
l
d
r
e
n

 ; 

d
e
i
r
i
d

 

s
h
v
u
i
n
g
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p
e
r

 

w
e
e
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(
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1
0
3
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l

o

t

の
如
ぐ
！
！
文
の
數
字
に
常
る
處
は
ま
字
，，ど
な
っ
て
居
て「

三
人
以
上」

ト
ー
志」

「

二
分
の
一
港
く
は
三
分
の
.
一」

ぺ
三 

.人

.以
上」

r

纖
志」

等
の
捕
字
は
此
譯
本
獨
特
ヤ
あ
る
。
こ
れ
ぱ
ァ
シ
レ
i

版
の
み
が
空
字
に
し
て
あ
る
の
で
な
ぐ
""原 

版
は
勿
論
♦
よ
ズ
タ
マ
ンi

i
i

版

獨

譯

、條
譯
、
及
佐
久
間
を
和
譯
本(

後
出)

に
も
忠
實
に
缕
字
に
し
て
あ
る
Q

マ
ル 

サ
メ
が 
M

f

l
 

0
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ャ
シ
グ
箸
の
ト
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子
‘Hh

e
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c
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o
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S
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a
r
d
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l
a
i
n
l
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s
t
a
t
e
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a
n
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R
e
m
e
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i
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o
n
s
k
k
r
e
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L
o
n
d
o
n

 

1
8
0
0.
に
は
ご
ぅ
あ
る
が
、
同
書
を
採
し
た
け
れW

得
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
、
わ
か
ら
な
か
つ
た
、
同
書
乃 

至
は
他
の
註
i

に
ょ
つ
て
こ
れ
ら
，f

s

文
の
如
ぐ
表
は
t

得
る
も
の
で
あ
る
の
.ヤ
あ
ク
た
な
ら
、
評
者
は
諶

ん
ヤ
譯
者
の
敎
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。

.論
木
伙
者
均
の
譯
本

は

.
明

に
繊
譯
で
あ
る
0

隨
ウ

て
ょ
ぐ
逐
語
的
に
原
著
を
追
ふ
て
解
る
3

第
.！.版
及
第
こ
版
の 

扉
題
が
な
ぐ
‘
ほ
三
部
の
論
文
の
®
に
も
目
錄
中
の
題
に
も
抄
録
な
ろ
斷
タ
W

が
な
い
點
'タ
三
上
氏
の
一
マ

」

同
樣
で
あ
る 

，が
、

ァ
シ
レ
ー

が
親
切
を
以
て
附
し
て
く
れ
た
振
本
⑦
總
目
：鋒
を
附
錄
：せ
し
て
別
に
‘

譯
出
-̂
て
あ
る
。
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中
ァ
シ
レ
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^
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l
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ぐ

I

至
後
略
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I

は
さ

d
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ー

h
:
m

ガ》
又
意
陶
i

於
て
思
賞
な
▲

麵
譯
.ら
し
く
思
は
れ
：る
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：

一

ニ
上
成
0

譯
書
出
て
：て
十
五
年
を
經
て
現
ょ
i
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V

.

/ぶ

け

け
*
"
て̂

も

三

上
.氏
の
譯
辦
の
聲
®

ビ

競

爭

ず

る

覺

悟

で

、

又

旣

存

譯

の

傍

に

於

て

.；

在

の

意

義

を

卞 

M

;
、

」

ぶ

込

で
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の
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t

 

S

へ
て〜

ょ
6

優
れ
ね
I

,

で
あ
る.

5

が
I

.

さ
れ
る
.

策
^

a

.の 

J
i
:

者
は
凯
{

V

Rを
利
用
し
て
敎
を
得
る >:

さ
の
特
權
さ
へ
あ
る
。
 

\

ら

ゅ

ま

式

上

の

努

力〜

|

の
意
|

，
好
都
合
な
環
f

,
當
然
な
る
期
待
も
，

#

>

. 

3

評tiir

を

®

艘
を
檢
し
た
時
.に
全
く
徙
ざ
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
 

.
'

トJ-

文

か
1

で
あ
る
？
文
意
が
S

で
t

。

字
句
が
原
文
の
思
，想
の
順
序
に
は
結
び
S

ら
れ
て
は
あ
る
が
文 

き
！

ぐ

<
,

f 

.靜文
は
一

.っの
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も
る
。：
同

1

の
ァ
シ
レ
ー
版
に
つ
い
ヤ
ニ
1

上
氏
の
"

よ
り
，優
れ
び
譯
本
が
あ
る
以
上
>
 

こ 

の
：譯
書
に
よ
る
必
要
は
な
い
の
で
t

か
ち
從
つ
て
夥
し
さ
霄
を

S

摘
し
て
行
く
必
要
も
な
い
。

-

四
*:初
版
評
本 

，

ポ
が
初
版
か
ら
見
て
同
一
誉
の
改
訂
マ」

云
ふ
よ
"

新

，著

述

で

；
め

ウ

て

(

第

二

版

序

文

中

の

一

節

."*三

上

氏

譯

九

三 

H

)

、
人
口
；
著
ざ
し
て
の
正
版
は
初
版
の
補
足
を
必
要
，"」

せ
ざ
タ
獨
立
の
' 1

館
完
成
せ
る
#

物
で
：め
b

、「

股

、-
®
一
 

仮
を
參
：ゅ
す
る
の
勞
を
省
，か
し
め
ん
が
た
め」

の
注
意
を
以
て
記
さ
れ
て
あ
る(

同
0

。
然
ら
ぱ
今
も
し
そ
れ
の
I

化 

に
近
い
字
數
を
內
容
ビ
す
る
第
六
版
の
全
譯
が
現
は
れ
る
ざ
す
れ
ば
、
初
版
譯
本
は
ニ
れ
ミ
比
肩
し
て
如
何
な
る
®
 

つ
て
チ
く
で
あ
ら
，>
 
か
0

:
プ
：ル
サ;

ス
人
口
論
そ
の
も
の
の
全
斑
を
知
る
爲
に
は
卸
版
は
正
.版
に
數
步
を
讓
ら 

な
すg

ば
な
ら
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
0

ミ
共I

T

然
し
な
が
ら
、
簡
明
直
截
が
初
版
の
握
所
ヤ
も
る
。
，此
の
提
所
は 

一
而
&

救
辛
辣
な
擎
政
な

6

勘
か
ら
す
誤
解
.反
勘
を
惹
起
し
ね
け
れ
ど
、
又
を
れ
程
.

も
如
版
の
威
器
で
d

つ
f.. 

そ
し
て
ザ
取
を
成
功
せ
じ
め
た
こ
の
武
器
は
亦
正
版
成
功
め
動
力
で
も
あ
つ
て
遂
に
マ
'ル
ザ 

め
た
ど
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
正
版
は
怠
屈
で
あ
り
初
版
は
躍
®
的
で
あ
マ
ぐ
サ
メ
は
初
版
の
故
に
成
頃
し
た 

の
.で
あ
る
ど
の
評
は
蓋
し
難
言
で
は
あ
る
ま
い
O 

S

じ 

S
:明
で
あ
る
が
故
に
槪
觀
的
に
彼
め
論
を
知
ら
んV

J

す
ろ
者
じ
は
適
當
ヤ
め
る
。
又
、
多
忙
.な
#

者
を
®
か
し
め 

な
い
役
を
勤
め
る
で
あ
ら
>っ
。
飽
か
じ
め
な
い
ヒ
云
へ
ぱ
>
 

初
版
の
文
章
は
時
事
を
慨
し
て
起
つ
だ
時
i

s

言 

で
お
：る
が
故
に
全
文
激
刺
ね
る
生
氣
じ
滿
ち
て
居
る
。
直
截
で
あ
る
が
故
：

印
象
は
明
瞭
で
あ
.

る
"
"

そ
れ
は
行
く
處

ま
で
行
か
せ
て
見
た
マ
ル
サ
.ス
說
の
妻
で
あ
る
"

マ
ルK

ス
說
の
旅
始
の
形
，ざ
動
機
ど
を
詳
か
に
し
且
其
れ
.に
よ
て
そ
の
後

M

形
成
の
沿
革
を
知
ら
ん
ビ
i 
t

>
 

I 

k 

> 

-». 

• 

» 

A 

«
k
u
,

娘1
1

十

翁

(
1
2
1
1

七〕

マ

ヤ

サ

ス

人

n

骑

洛

阪

和

譯

本

の

研

究

银

十H

號

n
i
M

m

j.i

1
i



餓
ニ.
|

.
 

(

i

s

マ
ギ
サ
ス<

i

版I

本
のs

 

.鶴
h
 

ニ
鬼

ニ
ニ
、

の
む
广
t

ぎ
u

'

l

j

f

キ
t

l

r

し
-

ぜ
/

力
力
め
る
の
は
後
翁
が
性
質
上
侧
學
间
上
の
著
述
で
あ
る
か
ら
で
あ
2

し
，

.

_

者
力
i

,

き

を

信

じ

た

が

た

め

ヤ

は

な

い

。

是

等

の

，一

 

K

す

i 

J 

‘

i

 

の 
i

i

n

^

m

■

ま

 

原■
,ss

出

ぱ
；
：

れ

；
在

一

七

は

八

f

倫

敦

ジ

ョ

ン
ソ
ン
臂
M發S

の

ど
0

こ
$

ぁ
る
。
伍
し
，
私
の
風
ひ
た
も
の
!

;$
;
;
:
f

 
^

 

ね

♦
序
，i

)

 

が
珍
本
で
ぁ
る
ぱ
？

で
は
な
ぃ
。
そ
れ
s

o

ね

f

た
ら
す
で
は
ぁ
つ
た
原
本

げ
た
：
：
l

i

h

 

S

S

 

パ

」

l

f

れ
な
t

た
ら
し
い
。
デ
シ

r

 

S

i

§

:

l
コ
ン
ビ^

 "
ぃ

パ

■

れ

版

-

.

?はな
ぃ
 

& ぃ
。

S

 
な

：
"ir 
仏

な

.
ね

 

p

m

s

h

m

s

s

s

p

I

l

f

i

i

f

J

i

p

J

 

ほ

得
せ
し
め
た
、
價

値

め

典

味

わ

る

V
J

典
に
重
大
な
る
责
仏
あ
る
仕
事V」

は
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れV

J

共
に
、
孤 

も
亦
、
，原
#

の
流
^

^稀
な
み
#

の
«

鎌

は

r

般
世
人
に
原
W

對

照

：机

評

の0

ホ
を
'與
へ
な
い
な
い
か
ら
幸
に
し
て 

原

餅

に

接

す

る

機
！
：

を

待

ウ

少

數#

宛
が
負
は
さ
れ
て
る
、
批
評
紹
介

S

價
値
及
《
任

S

火
な
る
一」

ど
を
痛
感
し 

て

居

る

，。
ド
.
K

初
版
の
和
！
！

. ニ
®

ご
は
次
に
記
す
も
の
で
あ
る
。

.

i

，-
 

マ
レ
サ
ス-

<
<
n

諭(

ネ
疋
十
二
：

F

京
都
、
弘
文
堂
發
行〕

.:;

ニ

高
野

お
！

1

丽

、
大
-
2
_
s
i
、
一
共m

.

 

r
:

か
サ
ス
^
 ̂

!

餘(

火

；止

十

；二平
、
柬
束
，
同
人
社
發
行
レ

、
ハ
命n

學
十
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右
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熟
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双
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踏
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あ
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。

一
字i

J
E
'

を

も現
：！

じ

盡

し

て

儉

さ

ざ

ら

ん

：
こ

、

X
/

を
努
め
た
やr

s

に
思
へ
る
。
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t
e
d

の
誤

譯
に
原
B

す
る
®

跟g

倒
で
あ
る

"

坪
言
ニ 

M

「

企
て
る

も
の
で
あ
ふ
か
ら」

は

a
s
W

 

c
o
n
t
e
m
p
l
a
t
e

ビ

の

誤

！
！
、

意

味

を

な

さ

な

い

-

同

所「

引
き
ド
げ
ら
れ

ね 

.
ぱ

し

で

は

受

励

的

運

動

の

狀

態

を

意

味

し

* b
e

 

k
e
p
t

 

d
o
w
n

な
ら
ば

引
き
下
げ
ら
れ
て
居
る
織
止
狀
態
で
あ
ら
ね
ば 

な
、も
な
い
◊
. p

l
a
i
n

 

s
t
a
t
e
m
e
n
t

は「

平
易
し
で
な
く「

}̂

明」

に
示
す
，V
ミ
で
あ
を
。更
に
其
他
に
はn

a
t
u
r
a
l

 

p
h
i
l
o
s
o
p
h
y

 

を「

，N
然
哲
學J

(
1

H

y

 

o
n
l
y

 

t
h
e

 

b
e
t
t
e
r

 

t
o

 

e
n
a
b
l
e

 

t
h
e
m

 

t

o
を「

せ
し
む
る
に
都
合
よ
き」

s

r

R)

ビ
な
し
てK

*

 

定
法
の
因
果
の
表
示
の
錯
倒
を
行
ひ
、

a
v
i
l

 

s
o
c
i
e
t
y

を「

文
明
就
會」

(
g
L
K
/

 

f
o
r
c
i
b
l
e
:
p
o
r
t
.
o
f

 

v
i
e
w

を「

有
力
な 

る
昆
解
し(

七
！！

I

c
ク"
'怠
慢」

ミ
す
ベ
さn

e
g
l
e
c
t
:

を「

不
注
意
一

(

八j
S
Q
V
J

す
る
等
の
些
々
た
：
る
よ
り
、y

e
a
r
s

 

o
r P

I
S
y
,

 

o
r

 

y
e
a
r
s

 

o
f

 

s
c
a
r
c
i
t
y

を「

年

々

の

潤

渾

若

し

く

は

年

々

の

窮

乏

」
(

三

一

H

S

 

ぎe
s

 

o
f

 

c
a
t
t
l
e

を
1

追
ひ
账
る
家 

畜」
(

五
O

.

H

S
 

f
o
o
t
m
a
n

を「

軍
人」

(

五
四
H

S
 ge

n
e
r
a
t
e

を「

一
般
化
す
る
し(

七
九
H

)

、「

傅
染
病J

ざ
す
ベ
き
o
o
n
t
-

 

a
g
i
o
u
s

 

d
i
s
o
r
d
e
r
s

を
*■
傅
染
的
の(

狹
序)

索
能」

(
.1’ S

U

、

I
m

r
l

o
H

X
「

空

織」

を「

白

紙」(
：！ A

M
K

}

の
如
き
に
，
 

到
る
ま
で
夥
し
ぐ
散
在
す
，る

。

！

^
者

に

は

P
O
D
U
l
a
t
l
o
n

に

a
c
t

 

o
f

 

p
o
p
u
l
a
t
i
n
g
,

 

o

r 

i
n
c
r
e
a
s
i
n
g

 

i
n

 

n
u
m
b
e
r

の
意
味 

の
あ
る
の
が
判
ら
な
い

ら
し
い
。ベT

h
e
.
C
a
p
e

に
對
し
て「

(

喜
望)

：嘲」
(

三
七
K

ぜ
遠
盧
し
て
括
弧
の
ゆ
へ
入
れ
ね 

註
釋
的
釋
語
を
附
し
て
居
る
："
一
然
も
こ

〜

に
示
し
た
些
々
た
る
誤
譯
び
る
も
の
が
？
如
何
に
：僅
々
數
中
に
あ
る 

か
を
見
れ
ば
，
こ
>
に
例
示
す
る

追
め
な
い
構
文
及
域
語
が
他
所
に
多
い
こ
ざ
&
窺
汰
れ
る
ヤ
あ
ら
ラ
ゲ

f

1
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>

レ’
サ
ス
人S

各
版I

本
の
霖 

f

 m

1

三0
,

多
ぐ
の
缺
點
を
以
て
し
，て
.も
>

本
書
が
初
版
譯
.出
の
.最
初
t

さ
し
て
功
績
を
認
め
ら
れ
、
他
S

の
？

ま 

で
多
く
の
好
學
者
の
.要
求
を
充
し
ず
來
た>

j

思
ふ
.

◊
十
二
.

年
！！一

月

末

に

世

に

出

て

か

ら

を

.の

.五
W

に
は
，忽

ち

さ
 

へ
も
行
は
れ
た
。
そ
し
て
今
日
も
依
然
-ご
し
て
腐
ぐI

I

ま
れ
て
：る
や
：ぅ
に
見
先
る
.。

但
し
其
、
賈

値

が

ぐ
i

s

h
の
ギ 

b

め

る

こ

ご
 

>
、

更

に

其

序

に

於

て

、

1

識

す

ら

も

な

チ

び

か

つ

：
た
傅
十
；

'のr

こ
の
#

本
の
必
ず
信
厕
す
る
に
足
る
e
 

あ
も
*

0

こ
ご
を
期
待
ず
る」
’

/
Jの

：；：；：̂

紙
が
あ
ゃ
、
一
般
讀
書
士
が
其
折
紙
の
具
な
b

や

否

や

を

知

る

に

由

：
ふ
さ
が
®

こ 

非
す
ん
ぱ
學
問
及f

i
l
l

界
に
、；

J

つ
：て

幸

でt

 

o 

. 

i
(
.

卞

ぱ

T
1

大
内
激
授
共
驛
本
は
s

.

々
，
の
，意

味

に

於

て

感

興

を

そ

、

る

も

の

で

.

あ
る
。
我
國
の
T

,幸
な
る
数
度
ビ 

し
て
i

は
學
問
的
都
偵
の
定
ま
ら
ざ
る
.

少
攀
者
又
は
S

の
好
事
家
の
手
に
'

委

せ

、
ら
れ
、

旣

に

自

己

の

黎

^

 

一-^
寧
界
に
s

f

な
し
っ〜

あ
る
人
タ
に
S

ら

れ

な

い

倾

向

が

高

野

？

は
我
國
經
濟
學
及
統
；

5

學 

び'
け

家

で

.
殊
に
人
n

l

に
b

い
て
は
先
覺
で
あ
'
:
る
。
大
內
敎
f

亦
.

經
濟
學
f

問
鶴
に
ゥ
い
て
其
令
名
.
 

の
.

内
外
に
高
き
學
者
S

.

ふ
0

そ
し
て
こ

の

5

は
名
義
上
の
共
譯
で
は
な
：ぐ
、其
序
に
ょ
れ
ば「

稿
を
®
し
て 

巧
報
力
.

共
歸
者§

手
を
幾
鹿
か
柱
復
し
つ
\

 

;

.，し
云
々
€
め
る
0

譯
者
は
又
、同
じ
’

P
®
.

に
對
し
て
谷n

學 

i
l
l

本J

出f

の
を
知
"

ノ
之
を
檢
讚
し
て
、
而
し
て
5

に
新
に
こ
I

本
が
現
は
れ
る
こ
ど
の
意
義
あ
る
を 

^

.

て
け
ゅ
を
ぜ
行
し
た
ァ
シ
レ
I

版
の
*
合
に
も
錄
木
段
の
譯
本
の
出
る
久
し
い
以
前
に
三
上
巧
の
そ
れ
が
ぉ 

て
つ
.

て
流
®
さ
れ
て
居
た
が
譯
者
自
身
が
そ
れ
を
知
ウ
て
居
て
職
て
出
版
を
行
つ
た
か
ポ
け
か
は
明
か
で
ょ

に
，あ
‘
"
^
:つ
：て
評
者
の
眉
字
に
現
は
れ
た
で
も
ら
ぅ
ビ
こ
ろ
の
自
信
ビ
緊
張
の
度
を
窺
は
し
め
る
。

^
!
;时
第
の
0

れ
る
板
本
ヵ
斜
は
原
著

へ
の
忠
？

識
み
良
き
邦
文
ご
の

ニ
つ
で
あ
ろ
。
忠
W

の
®

こ
；冷
て
、
此
のp

.

 

本
I

®

に
4

s

i

i

じ
て
用
.
ひ
ら
れ
s

f

 
i

i

出

し

て

榻

げ

た

^

の

和

8

で

あ

る

。

rj.

‘の

各
鞭
は
§

S

に
よa

て
断
に
紫
へ
ら
れ
た
ゃ
け
れ\

し
も
そ
れ
は
.熟
慮
め
-
結
架
扉
®

だ
げ
に
.

’>
め
ら
れ
表
S

に 

は
绝
前
の
名
稱
が
旧
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
ね
。
表
®

の

外

は

各

ロ

成

の

手

法

め

•如
く
"
扉
題
に
は
永
き
を
も
沿 

え
た
る
本
を
揭
げ
"

ぽ
#

®

題
は
翁
眞
版
で
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
。

'

.
こ
れ
ら
は
些
事
さK

は
だ
些
事
で
あ
ら
う
。
本
文
は
务
W

學
☆

の

譯

文

に

於

け

る

態

壞

ビ

同

ま

，

原
！！！

の
一
字
一 

句
を
も
ゆ
る
が
せ
に
せ
ざ
る
全
評
で
忠
實
な
る
遂
字
譯
で
あ
る
。
人
名

>

#

名
の
新
し
ぐ
出
る
も
の
に
はi
 々

振
語
を
紘
ぇ
た
程
譯
者
は
專H

的
研
究
者
で
も
が
靜
齋
を
.観
む
時
に
感
る
筒
有
名
制
に

0

い
て
の
不
安
に
深
い
同 

成
を
特
つ
て
る
。
し
か
も
こ
の
逐
次
譯
は
同
時
に
流
暢
な
る
旦
魅
力
.あ
る
名
文
で
あ
る
0

私
が > >

 

の
f
t書
を
W

ん
で 

S

一
 

に
感
じ
た
こW

は
報
^

は
こ
れ
だ
け
の
優
れ
な
評
文
は
輩
け
な
い
で
あ
ら
う
ビ
の
-
S

で
あ
る
® 

®

ん

で

よ

く 

ぜ
る
r

か
.

O
v

で
な
いo

 

i
l

ん
で
爽
快
を
感
じ
さ
せ
る
。

マ
ル
サ
ス
が
其
燃
え
る
や
う
な
熟
心
を
何
人
に
も
ぜ
を
倾
け 

や
う
を
す
る
寬
容
の
中
に
包
ん
で
靜
に
し
か
も
唆
ぐ
、
人
心
め
腊
黑
を
明
か
に
す
べ
く
眞
S

の
.，炬
火
を
か
ざ
し

た
時 

に
豫
期
し
ね
で
あ
ら
う
や
う
な
當
時
原
著
め
讀
者
の
感
激
が
V

こ

め

譯

齋

を
！
！

了

す

るi

し
に
よ
つ
て
ほ
の
か
に
も 

感
せ
ら
れ
る
.
私
は
か〜

る
良
譯
に
よ
つ
て
、
今
ネ
で
大
部
分
の
人
々
が
接
す
る
こ
ど
の
出
來
な
か
つ
た
、
成
は
難 

.辟
で
め
っ
た
、
有
名
な
.し
か>
3
,

誤
解
さ
れ
が
：ち
：で
あ
つ
た
マ
ル
サ
ス
說
0

精
神
が
"

間
鐵
の
な
ぃ
感
激
ビ
正
し
い
m
 

ぽ
の
*
^じ
我
國
ほ
に
傅
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
こ
’と
を
®

ぶ7̂

の
で
あ
る
。

’
：
勿
論
こ
の
！
：#

の
す
‘ぐ
れ
て
ゐ
る
こ
ビ
は
、
譯
者
が
別
の
譯
本
が
：旣
に
公
に
さ
れ
て
た
こ
ビ
知
ク
て
な
が
ら
出
し 

ビ
意
氣
込
を
考
へ
X

も
當
然
で
あ
る
が
"

^を
れ
以
上
當
然
な
こ
ざ
は
、

こ
の
譯
者
は
以
前
か
ら
：あ
つ
た
譯
本
に
よ
つ 

て
多
く
の
欽
示
を
得
た
®

で
め
る
。

®

名
及
扉
の
體
裁
、
本
文
の
配
置
"
"原
®

H
數
：の
#

入
れ
に
つ
'
い
て
も
*
お
他 

原
文
の
解
释
> 

譯
字
の
選
撑
に
つ
い
て
も
ょ
き
手
本
が
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
等
の
能
力
ミ
熟
心
ビ
を
以
て
し
て 

も
後
の
も
の
がr

&

き

の

も

め

に

：優

る

べ

き

理

由

は

明

瞭

に

あ

る

e

も

し

も

缠

れ

：ね

譯

者

が

さ

さ

の

者

.の

勞

作

に
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も

雙
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l
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p
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條
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；
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f

 

s
い
れ
；
の
め
る
も
の
は
事

i

釋
の

誤
*
-
"

或
は
原 

る
も
0

を
>
 
徽
者
の
引

s

h

かITT/； -

こ
、

r 

‘
の
-
意
味

V
J

異

或

，は
こ
れ
を
不
明
な
，ら
し
め
て
居

」

：

：

- 
I

f

 

s

Q

便

ま

i

f

追
：ふ
て
各
巧
i
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I

I

げ
、
f

れ
ぱ
こ
れ
に
私i

を
附
す
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行
頭
の
H

敷
.は
®

本
！

2
T

數
で
あ
る
。
其
下
の
數
は
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數
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原
著
真
數
は
譯
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い
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卸
り
得
る
か
f

e
ニ 

、
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は
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p
s
i
t
i
c
n
「

、
、
の

論

の.

H
i

し

い

とW
」

で

あ

る

。

三
六
H

I

五

、次
：.L

人

口

播

加

さK

ふ

階

勢

な

力

を

制

限

す

れ

*

r
T

そ
こ
U

は

必

ボ

竊

艺

，w
愿

德W

が
生

れ

る

。
人

生

め

於

け

る

こ

の

ホ

味
 

1

裁

W
、

，之

，
生

、ぜ
し
',

6
i
L

至
つ
た
々」

思
-は

れ

ぶ

物

理

的

能

因

の

、水
纖1

1

つ
い
て
は
、

毀

人

は

そ

れ

を

疑

ふ

ベ

く

、

あ
ま
り
じ
有
力
な
る譜

$
|

も 

.
ち

：©

ぎ

，.て i
T

る
0 AndvtKat.:.the., 

s
u
p
e
r
i
o
r

 .
p
o
w
e
r

 

o
f

 

jpj
p
u
l
a
t
i
o
n

 

c
a

ロ
ロoi: 

l>e 

c
h
e
c
k
e
d
,

 

w
i
t
h
o
u
t

 

jprod.uclng 

m
i
s
e
r
y

 

o
r

 

vice, 

thie 

ample..'portion., o
f

 

ulese. 

to'o 

l>itter 
い...iln

ゆredien.ts 

in 

-the 

c
u
.
p
b
.
f 

l
i
u
m
a

ロ
，.
.

life,, and,, t
h
e

ご
.co

p
t
s
u
a
n
c
e

 

.0
1:
 

f
n
e
:
p
h
y
s
i
c
.
x
l

'
 

causes' 

.ulat 

seefn 

t
o
-
h
a
v
e
.
p
r
o
d
u
c
e
d
.
'
t
h
,
e
m
,

 

.bear .too 

c
.
'
>
n
v
i
n
d
n
g

 

p t
e
s
u
m
o
n
y
.

.譯
义
の
；

i 

文

は

し

い

が

後

中

が

棍

飢

し

て

が

る

。
.み

一

义1
1

.つ 

,

.

V

いV

意

謀

す

れ

ば「

人

生

躲

ひ

务

く

其

惊2
：

亦

財

身

の内
！！

あ

る

を

懷T

に

此

舉

も

.る
べ
あ
は
明
か
'で
あ
、つV

,

疑

ふ

，
餘

地

が

，

-
;
い

し

ミ

な

る

.
'
し 

:

三

八
H

I

麻
®
。

牧

带

闕

家

。
：
V

i「
1
^

態
し
。
 

' 

."

.

S

M

.

I
 

A

O女

子

は

、
.轉

.々

樓
所
ホ
變
へ
を
傅
め
.！！
起

る

不

便W

偉

银

を

の

爲L
i
>

 

.父

彼

等

の

霞

化

生

人

寧

へ

る

た

め

L
L

輔
々
の
叩
意
か 

な
け
れ
，は
な
ら
な
い
雜
役.1

1

迫

は

れ

る

た

めlî
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ft/' 

Leipzig 

1
9
7
4
.,

ひ
.2

0
3
〕
.

V,  

i .

五
：、
お

版

I
I：

本

：

‘

れ

は

旣

i
i
:

ァ

シ
M

l

版
及
初
版
に
つ
い
て
、
★

も
角
も
旣
述
の
‘如
さ
®

本
を
持
つ
'た
。
然
し
な
が
ら
最
も

第1
1

十

卷

(

一
六
£

>

マ

：̂
サ

ス

人

口#
各

服

和

譯

本

の

の

m

 

0

t

0

1
三

九

J
a
j
i
i



ぐ巧

ilhH
[ ii .i.

I

十
卷

a
i

l
〕

ニ
サ
ス
人

n

i

f

l

i究
 

群M
n

レ/

ぃ
た
じ
も

t

わ
ら
す
、

It
#

は
な
か
つ
た
の

で

あ

る。

f

 

版
の
上
に
向
は

し
め

^

へ
て
見
る
£

|

辯
解
は
ま
£

も
知
れ
す
い
0

っ
ぃ
；：

求
r

s

お

れ

；

お

版

：

類

t

 

P

幾

^

に

？

る

業

S

 

S

さ

0

そ̂

成

版

は

筋

i

0
^
. 

M

^

o

p

a

o

p
 

g

c

^

l

 

w 

I

.

■7 th.'.. 

V
W
N
 ̂ ̂
o 
f 
J 

H _
_t 

. 

i
r 

.' 

I 

• 

'

7tii 

e
d
.

 

1
8
7
2
,
.

 

L
o
n
d
o
n

 

R
e
e
v
&

 

&

 

T
u
r
n
e
r
,

 

i 

v
o
l
.

 
3
t
h

 

e
d
,

 

I
S
M
S
,

 

P 

!
7 

r 

ニ
 
'

9
t
h

 

e
d
,

 

I
3
S
,

 

 ̂

n 

‘
 

„ 

.

、、

I

 

o

. 

.

.
 

I

の
s

u

 n
s
i

り
"

ば
はF

出
版
I

そ

れ

ぐ

^

f

 

f

 

tう
I

國

.に
カ

&
れ
て
る

I

に
次
の

8

が
.あ
る
Q 

' 

, 

{

近
4

ガos
a
i

 

s
u
r

 

l
e

 

p
r
i
n
d
p
e

 

d
e
‘p
o
p
u
l
a
t
i
o
n
,

 

e
t
p
.

 

T
r
a
d
.

 

；p
a
r

 

P
i
e
r
r
e

 

e
t

 

G
u
m
a
u
t
n
e

 

(
p
r

をo
s
t

 

d
ひ G

®

ルVe
,
)
p
r6
- 

c£
6

 

c
f
u
n
e

 

i
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

p
a
r

 

R
o
s
s
i
,

ひt 

d
-
u
n
e

 

n
o
t
i
c
e

 

s
u
r

 

l
a

 

v
l
e
-
e
t

 

l
e
s

 

o
u
v
r
a
g
e
s
,

 

f
o
r
m
a
n
t
;

 
le 

s
i
x
l
s
l
i
:

 

v
o
l
u
m
e
d
e

 

l
a

 

c
o
l
i
e
c
t
.
l
s

 

d
e
s

 

p
r
i
n
d
p
a
u
x

 

ルco
n
o
m
i
s
t
e
s
.

 

P
a
r
i
s

 

1
8
4
5
.

L
c

 

m
S
m
e
,

 

2
。
e
d
i
t
i
o
n
,

 

a
u
g
m
e
n
t
s

 <
f
u
n
e

 

a
v
â
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版
i

モ
叫
ギ
、i
m大
學m版
部I
。

謂
I

r
ぃ
てf 

i

sな
：け
れ
ばI

な
ぃ
の
は
、I

が
序
文
に
云
つ
て
る

や

ぅ

に

、

，

.

ょ 

お

!
'
'
■し
レビ.、

i

然
し
こ
の
S

が
全
？

な
い
事
情
は
、
譯
者
が
斷
？
て
る
ょ

-
C
N

も
少
々
複
雑
なの

で

I

省
ぃ•

S
I

S
J

けJ
(

ド
■

ぉ
プ
け
，、

の
！

S

物t

.

パ
れ
I

七

版
t

{

の

附
I

文
を 

文

も

も

一

れ

^

 
二'
り 

f

す
.
ご
云
へ
ぱ
省
い
を
の
は
附

i

文
だ
け
で
な

が

：
秘
 

ぐ

！

課
-
で
、
I

版
は
前
S
:如
ぐ
こ
のI

以
外
？

^

由
f

l

f

l

し
て
何
け

5

ぐ

.
Sの
部
分
一
即
ち
各
版
のI

I
す
べ
き
興
味f

序
文
を
第
一1U

も
"
ょ

i

に
つ
ぃ
てV
4

ふ
說
明
を
試
み
る
ゥf

で
§

る
か
かf

文

ぎ一

版
以
外
の
も0
は
f
 

?
し
て
居
るこ..

■
^
蔬
A

が

：通

俗

向

の

も

の

で

あ

る

い

、
ら

大

豐

の
，：

な

さ/ 2
d
/

 

>ふ
，

¥
 y
 

L 
K

 

t
。
r 

ぃ
5

な

ぃ

かS

へ

ざ

ま

で

2

ぉ

けf

 

I

な
4

へ

て

居

れ

は
I

の

如

き

はf

で

ー

 

I 

r

f

ま

て
J

る

又

私

に

し

て

も

こ

の

叢

書

版

‘
I

書

を

底

本

ご

し

て

ご

に

角

も

最

初

jii 

&
 

V澤3̂

さ
ン
た
で
な
ゎ
ウ
た
な
ら
ぱ

*
*

以
上
の
ニ
ビ
を
云
ふ
必
耍
を
敏
め
な
ヵ
ウ
た
力
も
知
れ
な
I

も 

じ
そ
れ
其
華
#

な
る
も
の
が
&
製
急
造
の
も
の
で
緊
念
通
俗
の
要
求
を
满
す
爲
に
生
れ
た
截
衆
版
で
あ
る
ビ
云
ふ
な 

らV
6
、

孤
の
以
上
の
批
評
は
姆
言
で
あ
る
。
不n

以
下
の
評
言
も
f
e
-言
で
あ
る
で
あ
ら
う
然
し
？？

^

は
.ぜ
め
落
及
ず

1
®

の 

我
#
の

呵

も

パ

か

、
る
.

®
信
の
上
に
.立
っ
て
る
，

V

は
考
へ
な
い
。
ダ

ぐ

，じ

も

私

は

此

譯

本

を

以

て

.
マ

ル

サ

ス

の

完 

成
K

の
詳
細
を
我
國
入
に
傅
へ
：る
道
德
的
貴
任
を
以
て
存
在
し
て
居
る
も
の
ビ
考
へ
て
取
极
ふ
。

か
く
の

如
く
膨
ニ
，省
路
を
經
底
本
を
更
に
お
略
し
た
の
が
こ
の
譯
本
で
あ
る
0

こ
の
®

本
の
省
略
殺
度
を
示
ず
。
 

先
プ
弟
ー
：
に
M

註

の

大
部
分
が
猶
赂
さ
れ
て
居
ろ
。原
齋
辨1

盤(
I
t

者
に
從
ウ
て
こ
の
文
字
を
用
ふ
、

w
o
o
k

 

I

に 

當
る
0)

の
中
で
は
、
第

H

早
第
二
章
を
除
き
他
の
十
ニ
ヶ
章
、
德
ニ
卷
の
中
で
は
、
第
十
二
章
、
第
十
三
章
を
除
き 

也
の

ト
一

ヶ
章
が
智
略
さ
れ
て
、
兩
盤
で
譯
出
さ
れ
て
あ
る
の
は
W

ヶ
章
.

に
す
ぎ
な
い
。態
三
卷
第g

卷

は

こ

れ

、、
し

M
 

敏
を
異
に
し
’
瘦

1

秀
十
四
ヶ
章
中
激
赂
さ
れ
て
あ
る
の
：は
第
十

5

%
 I

S

十
二
章
だ
け
、

德H

卷
は十

！
！

ヶ

叙
述
解
兑
で
化
し
て
輕
ん
す
べ
.
.
も̂
の
で
な
い
け
れ
れ
ご
も
、
' 
あ
ま
ヴ
大
部
に
な
る
か
ら
ご
云
つ
て
譯
激
は
猶
略
を 

け
つ
、
2
 

V

云
ふ
ま
で
も
な
-

-
マ
ル
サ
ス
の
此
の
著
の
こ
の
興
味
深
&

部
分
が
省
略
さ
れ
た
こ
マ」

は
"
惜
み
て
も
の
ま 

'り
あ
る
け
れV

j

も
，
こ
れ
を
も
譯
出
し
て1

#

ビ
す
れ
ば
、
內
容
字
數
初
版
の
五
倍
マ

他
の
少
部
を
省
略
し
て
も
昏 

⑩
の
您
火
’，し

な

る

こ

ビ

は

云

ふ

を

俟

た

な

い

。

#

籍
は
必
す
商
S

な
の
た
、
そ
れ
も
考
へ
ね
ぱ
な
る
ま
し
更
に 

世
に
は
こ
の
著
の
理
齒
的
部
分
の
み
で
も
い 

>
か
ら
手
頃
な
る
®
冊
の
譯
誉
の
出
る
や
う
に
ビ
の
要
求
も
あ
る
に
相 

‘ぶ

、レ
し
,
.
义
そ
1

は
業
支
も
な
.
.い
.
.の
で
あ
.ろ
か
ら
、
，
こ
の
識
書
の
や
う
な
律
赂
を
經
て
生
れ
化
も
の
を
を
め
ス
は 

な
ら
な
い
。
が
*

章̂
數
を
數
へ
ね
だ
け
で
も
底
本
の
始
ん
ざ
ギ
分
近
く
の
®

略
の
行
は
れ
れ
こ
の
S

*

に
っ
い
て
" 

寧
者
序
に
、
德一

j

卷
か
ら
第
三
卷
に
百
T

(

も
れ
も
不
注
意
な
間
逮
、
或
は
誤
植
ヤ「

第

1

卷

ヵ

ら

ま

に

，一
旦
り」

の

站

ニ

ぃ

在

(
1

六
五
五)

マ
：̂
サ
.ス
人
口
論
名
版
和
課
本
の
研
究
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a
i

o

マ
ギ
ス
人
n

u

l

l

究 

.

‘
 

r
\
V

 
I? 
r
\

 

\

 

/-? 

-̂
T
-
.

 

ニ
參 

】
g
l

 

四 

せ
M

t

む

"

^

な
"

^

長

i々

さ
れ
な
i

^

s

解
說
S

愛
さ
れ
た
i

る
，以
外
こ
.
K

i

f

も
1

,

t

れ

s
u

s
y

f

れ
た
i

"

i

s

l

ぃ
。
勿
|

處
に
-

I

S

P

:

居 

?

|

全
部
が
入
ら
な
ぃ
：こ
さ
知
ら
な
け
れ
ば
無
智
で
ょ
、
ご
I

、！
r
r
。

H

1

パ"£
/
:

又
あ
？
 

も
抄
評
な
る
旨
を
明
示
し
て
-f

 

s

ク
，•

し
♦

>

を
f

」

ぅ‘
5
 

, 

f

シ
.

/
レ
.
么

全
？！ n£

ご
云
つ
て
な
ぐ
て 

る
か
、
I

I

の
不
明
f

も

&

レ

ヵ

パ

I

s

斷
す
る
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
等
自
身
の
實
で
ゐ 

.

れ
た
-

y
i

レ
C

M

廣
f

い
シ
#

 

.,

力

t

.

l

步
を
讓
つ
て
識
者
が
こ
の
注
意
f

を
讀
む
實
任
を
S

さ 

シ

r

しS
S

け

く

ン
に

ょ

っ

て省
略
の
部
分
が
か
ぐ
程
ま
で
に
大
部
分
で
あ
る

S

I

"

な
ぃ 

到
|

 ；
.

S

マ
f

の
|

|

し
て
|

|

だ
し
ぐ
奥̂

觀
念
|

か
し
め
"

れ
る
に
.

.

ろ

(

或
は
そ
れ
以
上
に
、
出
版
者
か

>

2

ぬ〕

抄
f

l

i

嫌
ふ
，や
ぅ
こ
見
え
る
。
そ
ノ
ご
.

.

ぃ
r
4
.
i繁

l

i

tか
蟲

$

ぃ
ム
れ
け
し

れ-
.

!

も5

ジ

パ

は

！.
原
s

!

f

の
i

の
下
に
自
由
に
内
容
を
伸
縮
し
て
、
公
に
傅

-

r

む
：

i

i

i

l

i

!

i

r

"

れ
い
4

s

に
於
て
は
じ
め
て
の
蓋
I

が
生
れ
た
の
で
あ

る

。

譯
者
が
I

其

也

の

所
f

ご

1

 

け
?

パ
 

入
!：

r

t で 

t

h
 
ろ
の
人
:

,

f

手

ぐ
"

i

#

め
た
I

者
の
I

な
注
f

ひ
ぐ
爲
に
も
I

で
あ
る
。
彼
等
は
：

サ
ス
け

< a

g

論
の
な
败
§

a

々
の
#

K

本
の
現
れ
た
都
度
-

輕
い
失
望
一
を
感
：じ
て
来
て
"
最
後
に
こ
の
評
本
の
現
れ
る
こ
ざ
を 

待
つ
た
の
で
ぁ
つ
た
。

譯
者
が
此
譯t

：

に
缴
し
て
附
し
た
名
稱
に
ょ
つ
て
マ
ル
サ
.

ス
人
口
输
著
は
我
國
に
於
て
三
つ
，の
異
な
る
主
題
を
得 

ね
。M

断
博
士
及
大
内
敎
授
共
譯
本
は「

マ
ー
サ
ス
人
口
の
原
理
に
關
す
ろ
一
論」

V
」

題
.

じ
，
此
譯
本
は「

マV
サ
ス
人 

，ロ
理
論J

ご
題
し
•

他
は
悉
ぐ

「

マ
ル
サ
ス
人
ロ
論
レ
ビ
題
す
。
而
し
て
最
後
s

i

の
は
共g

用
の
年
代
永
く
範
園
廣 

然
も
正
版
初
版
を
通
じ
て
の
主
題A

n

 

E
s
s
a

ベo
n

 

t
h
e

 

P
r
i
n
d
p
l
e

 

o

r
 P

o
p
u
l
a
t
i
o
n

な
る
文
字
に
背
馳
せ
ざ
る 

譯
語
で
め
を
。「

マ
ル
サ
ス
人
口
論」

§

:

ム
へ
ば
，其
舉
說
を
知
る
人
に
は
锻
に
そ
の
著
書
の
思
ひ
俘
べ
ら
れ
る
に
も
か 

>
ゎ
ら
す 
>
 

勝
多
の
新
譯
名
考
案
す
4

の
は
考
へ
も
の
で
あ
る
0

,

こ
の
意
味
に
；於
て
'

私
は
#

 

ロ
學
*
が
其
譯
本
を 

職
す
る
に

當
ウ
て
、
表
題

.

を
慎
用
の
も
の
を
以
て
し
、
扉
に
於
て
逐
次
，譯

名
を
揚
げ
た
用
意
お賞

！
！

し
た
く
思
ふ
。
 

も
し
そ
れ
確
逐
次
の
！
？.
®

名
を
以
て
上
々
の
も
の
e

す
る
な
ら
ぱ
ァ
ダ
ム
’

ス
ミ
ス
の
國
富
#
の
如
き
優
れ
た
る
譯 

各
を
も
改
め
な
け
れ
ば
5

ら
な
い
で
あ
ら
.

フ
。
然
も
そ
れ
す
も
も
は
じ
め
賞
國
論
：

」
(

例
へ
.

ぱ
.

明
治1

：

十
三
年
發
行 

三
上

正
親
氏
譯
著
の
もS

J

で
か
つ
た
も
0

を
，
國
寓
論」

(

例
へ
ば
竹
內
賺1

1

敎
授
著
.

課「

ァ
ダ
ム
ス
ミ
ス
研
究」

、
氣 

貧
博-

H

譯「

國
富
論」

)

：t

改
め
た
も
の
で
ば
め
る
。
誉
題
は
歴
史
上
の
，固
有
名
詞

で
あ
る
か
ら
輕
々
し
ぐ
！！出
す
ベ 

き
で
な
い
ヒ 
f
f
i ふ 
J(

c(

 

J
e

ぐon
s

 :
1

どeo
r
y

 

o
f

 

I
P
o
L

 

E
c
§
’，
J
p
r
e
f
a
c
e

 

t
o

 

I
I

 

e
d
-

ン

」

こ

み

譯

本

‘の

體

裁

は

底

本

が

底

本

だ

け

に

V

如

版

：

の
：：

譯

者

が5

に

相

政
ふ
，て
原

書

ビ

の

：連

絡

.を
-

"
れ

を

模

爲 

せ

ん

ど

妻

で

試

み
.だ

のW

敏

，き

を

異

に

す

v
i
T

原

養

振

版.に

あ

る.長
い
#

.
®
.は
.何

處

に

も

示

ル

、
：
れ

：：

て

な

い

。
'
た

 

'

〜
「

マ 

k

サ
ス
人
口

‘

理
識」

だ
け
で

あ
る
0
折

f

f

i

r

マ
ル
サ
ス.

の
こ
ビ」

V
J

し
て
小
傅
を
叙
し
て
居
，&
交
中
に
、

版
の
原
名
を 

原

語

で

記

レ

，

こ
‘れ
を
初
版
の
も
の
ど
對
比
さ
せ
る
4

,勞
を
収
つ
て
は
‘居
る
が
"

其llr

名

題

を

A
n

 

E
s
s
a
y

 

o
n

 

P%>iilati6n; 

or 

a

 

V
i
e
w

 

etc. 

-yj

誤
ウ
て
み
後
残

4
1

で
も
る
。
な
ほ
其
に
纖
ぐ

别

题

中sitigatfon: 

of the 

evil

赛

1

十

卷

(
H

ハ
あ
七)

ニ
サ
‘

ネ
人e

論
勢
版
：和m
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研
辦 
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怨

ご

4

£

‘ル)

.

r

サ
ス
人
：ロ
f

脱
霖
本
み
霖 

.
0
s
m 

t

sハ

:

^

る
べ
：き
を

：i
m
f

 

I

 o
f

 

e
v
H

 

£

.

初
版
副
題
が

s

.

 c
o
n
d
i
t

 

1

5

1

 

M
r
.

 

C
o
n
d
o
r
c
e
t

 

s

 

，.い
-
て
る
の
ぱ
誤

#

で

も

，あ

ら

ヶ

か

。

さ
5
 

5<
j

し
て
も
殘
念
な
：驟
想
で
も
る

'0 

/

 

•

パ
い
!

^

は
、
極
ぐ
稀
に
I

I

句
又
|

|

略

さ

れ

て

ぁ

る

以

外

‘
本 

^

^

の
；
？

現

，

r

-

-

そ
し
t

か

なI

f

 

S

觸
t

t

v

識
者
の
文
章
は
洗
棘
さ
，れ
た
日
本
文
、
 

i

l

 

t

 

じ
て
に
こ
れ
を
織
り
込
ん
だ
日
ま
で
I

。

多

く

み

人

：
々
は
、

容

§

や
.T

S

に
見
え
て
賞
ょ

*

た
®

f

の
^

ぃ
麵
f

云
ふ
2

の
自
分
の
：i

を
思
S

し
て
.

こ
の
：I

s

文
に
及
ぶ
ほv

;
l

文
ビ
^

^

^

#

.

0

^

^

^

>

6̂
^
0 

私
.
^
こ
の
譯

き
 

J
 

ス
も
高g

r
f

t
l

及

大

內

敎

接

典

譯

の

藍
®

に
献
げ
た
や
ぅ
な
否
或

は

そ

れ

以

上

の'
®
 W

I

げ

た

ぐ

®
ふ
。
.义 

.

で

不

快
i

i

る
こ
i

ぃ
i

で

も
っ
I

々
，レ

i

i

i

l

 

パ

む

來
I

に

な

つ
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も

し：
^
 

f

に

i

誤

か

出
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を
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。
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。
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